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小
望
遠
鏡
に
つ
い
て
口

　
　
　
　
京
都
大
學
天
文
壷
中
村
・
　
要

　
此
れ
か
ら
観
測
に
入
み
が
望
遠
鏡
は
最
良
の
も
の
ミ
し
て
お
く

太
陽
観
測

　
三
吋
位
の
望
遠
鏡
の
観
測
中
重
要
な
仕
事
を
優
し
得
る
者
は
太
陽
で

あ
る
。
我
々
が
太
陽
を
望
領
事
で
見
る
場
合
に
は
光
が
強
ぎ
る
の
で
通

常
強
い
線
色
の
ガ
ラ
ス
を
目
ミ
接
眼
レ
ン
ズ
の
間
に
置
い
て
見
る
の
で

あ
る
が
其
れ
で
も
光
は
弱
る
が
熱
が
目
を
痛
め
る
場
合
が
多
い
。
中
黒

色
硝
子
は
熟
の
爲
に
破
れ
て
し
ま
ふ
事
が
甚
だ
多
い
。
熟
を
避
け
る
爲

に
。
。
5
望
9
α
q
。
・
巨
ミ
い
っ
て
一
枚
の
雪
面
ガ
ラ
ス
で
焦
鮎
の
前
で
光
を

反
射
さ
せ
て
大
部
分
の
光
を
通
旭
せ
し
め
て
僅
な
光
を
接
眼
レ
ン
ズ
に

入
れ
て
薄
い
墨
硝
子
を
使
っ
て
観
測
す
る
。
蓮
回
し
て
観
測
す
る
人
に

は
是
非
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
墨
硝
子
で
は
甚
だ
目
を
悪
く
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
よ
ほ
さ
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
墨
硝
子
は
よ
く
破
れ
る

此
れ
よ
り
も
手
輕
で
最
も
安
全
な
方
法
は
投
影
法
で
あ
る
。
墨
硝
子
を

使
は
す
に
接
眼
レ
ン
ズ
の
少
し
後
に
白
紙
を
お
い
て
其
れ
に
太
陽
の
明

瞭
な
像
が
出
著
る
襟
に
蓄
髪
を
合
は
せ
る
の
で
あ
み
。
此
の
方
法
に
よ

る
く
》
任
意
の
大
き
さ
の
太
陽
の
像
か
得
ら
れ
目
に
何
等
の
危
険
が
無
い

注
意
し
て
お
き
た
い
事
は
直
視
す
る
ほ
さ
は
明
か
に
見
え
ぬ
事
で
あ
る

最
も
細
か
な
黒
鮎
の
構
造
は
直
営
に
限
る
の
で
あ
る
。
又
投
影
法
で
は

細
か
な
鮎
を
見
た
い
時
に
は
必
ず
白
紙
を
ゆ
る
く
動
か
し
小
さ
な
圓
運

動
を
す
る
事
で
あ
る
。

　
太
陽
投
影
整
正
の
圖
の
望
遽
鏡
は
ツ
ァ
イ
ス
ニ
吋
八
分
の
三

・
黒
鮎
太
陽
観
測
で
最
も
重
要
な
部
分
は
黒
鮎
の
観
測
で
あ
る
。
多
く

の
場
合
黒
鮎
は
見
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
第
一
に
黒
鮎
ω
微
を
撒
え
る

の
で
あ
る
。
黒
石
は
御
承
知
の
通
り
大
き
な
も
の
は
孕
暗
部
り
．
p
帽
已
び
．
鈎

ε
暗
部
q
尋
B
か
ら
拙
來
て
居
る
が
大
黒
黙
に
な
る
ご
暗
部
が
い
く

‘

．
丑

1
3

鋤
，

．
V
為
　
色
」
”
．

　
　
、

馳
緯

つ
に
も
分
か
れ
て
居

り
多
く
の
暗
い
部
分

が
牛
．
暗
部
で
長
く
連

績
し
て
居
る
事
が
あ

る
が
自
分
は
牟
区
部

で
連
績
し
て
居
る
も

の
は
一
つ
ぐ
」
見
る
様

に
し
て
居
る
。
脚
立
し
た
も
の
・
数
を
算
へ
る
。
黒
虫
の
大
さ
の
厘
別

も
す
る
必
要
が
あ
る
。
太
陽
の
直
径
を
侮
日
同
じ
に
し
て
太
陽
面
上
に

於
け
る
黒
鮎
の
位
置
を
求
め
て
同
じ
ス
ク
ー
ル
で
黒
暗
の
ス
ケ
ッ
チ
を

す
る
の
で
あ
る
。
侮
日
績
け
て
や
る
ミ
黒
鮎
の
慶
化
や
蓮
動
を
興
味
深

く
観
察
す
る
事
が
出
來
ろ
。
大
黒
鮎
の
場
合
に
暗
部
を
横
ぎ
る
白
く
輝

い
た
所
謂
ヒ
d
ま
『
を
時
々
見
受
け
る
が
此
れ
は
特
に
注
意
さ
れ
た
い
。

孚
暗
部
は
複
雑
な
も
の
で
あ
り
，
見
得
る
重
て
の
濃
淡
を
記
す
る
の
で
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麟嬢
　　di　・

癒
灘

声　
ゴ
熟
噛
審
　
　
　
舅
郁
面
恥

■
欝
欝

・
罐
憲
｝
．

・
∵
躍

。
ぜ
昏

　
　
　
　
－
　
　
胤

．
　
聾

」

麟
　
ケ

あ
．
る
。

　
黒
瀬
を
観
測
す
る
時

黒
鮎
の
型
を
定
め
て
お

く
．
、
随
分
面
白
い
結
果

が
得
ら
れ
る
。
黒
鮎
の

型
は
僚
艦
五
種
類
で
英

國
天
文
藤
浪
で
使
は
れ

て
居
る
も
の
は
次
の
通

り
で
あ
．
る
。

第
一
型

　
一
つ
或
は
撒
箇
の
小

黒
鐵
の
群
に
て
黒
点
の

撒
は
駿
（
善
口
ぞ
2
）
又

は
。
・
尺
ω
…
二
。
岬
）
を
使
ひ

三
黒
鮎
あ
る
場
合
に
は

H
ω
鴇
（
一
型
三
十
鮎
）

の
様
に
し
て
現
す
。

第
二
型

　
二
大
黒
黙
濫
立
の
型

11

＝
@
西
方
の
も
の
が

大
で
あ
る

11

a
@
東
方
の
も
の
が
小
で
あ
る
。

11

メ
@
爾
黒
鮎
か
大
鰐
等
し
い
時
。

第
三
型

　
黒
戸
の
連
強
し
て
居
る
型

崩
a
　
明
ら
か
な
る
主
要
黒
鮎
あ
る
場
合
。

m
b
　
明
ら
か
な
る
韮
要
な
る
回
議
な
け
れ
一
ご
主
S
し
て
細
か
き
不
規

則
な
る
暗
部
の
あ
る
孚
宇
部
の
斑
瓢
よ
り
な
れ
る
も
の

第
四
型

　
輩
掲
黒
鮎

IV　IV　IV　IV　IV

e　d　c　b　a

丸
き
規
則
的
な
る
外
観
を
有
す
る
三
富
o

a
の
少
さ
き
小
里
…
，
鮎
附
属
せ
る
二
合
。

不
規
則
な
る
叩
早
猫
黒
鮎
o

c
に
小
黒
馳
附
遇
せ
る
場
合
に
て
小
黒
鮎
連
諭
せ
る
場
合
。

d
の
如
し
但
し
小
黒
貼
は
散
開
す
。

第
五
型

　
大
黒
鮎
の
集
合
せ
る
不
規
則
な
る
群

　
　
圖

1234

第
一
型

第
二
型
。

第
三
型
d

第
四
型
a
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5
　
第
五
型

6
　
第
四
型
。
　
黒
星
中
沼
の
単
峯
器
に
注
意
せ
よ
。

　
黒
貼
の
経
緯
度
を
定
め
ろ
事
は
計
算
が
面
倒
で
あ
る
が
重
要
事
で
あ

る
。
投
影
に
使
ふ
白
紙
を
特
に
望
遠
鏡
の
筒
に
取
付
け
た
支
技
器
に
つ

け
通
常
の
懐
中
時
計
を
使
っ
て
観
測
す
る
の
で
あ
る
が
赤
道
儀
で
な
い

ミ
槻
測
か
面
倒
に
な
る
観
測
法
は
長
く
な
る
か
ら
こ
、
で
は
書
か
な
い

白
泥
口
縄
。
唱
一
戸
①

　
黒
黒
の
観
測
ご
同
時
に
忘
れ
て
な
ら
ぬ
も
の
は
貯
皇
器
の
観
測
で
あ

る
。
白
紋
－
こ
は
太
陽
面
上
で
雲
の
様
に
見
え
特
に
輝
い
て
居
る
部
分
で

．
あ
る
が
蔦
鮎
の
周
り
に
は
必
ず
見
え
る
も
の
で
太
陽
面
の
端
に
回
る
ご

非
・
常
に
麗
し
い
も
の
で
あ
る
。
孝
志
無
し
に
白
紋
か
あ
る
事
が
あ
る
。

黒
鮎
の
現
れ
る
前
ミ
か
清
失
透
等
に
見
え
る
。

米
粒
粗
織

　
直
視
す
る
入
に
は
多
く
の
場
合
見
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
投
影
す
れ

ば
二
吋
で
も
白
紙
さ
え
運
動
さ
せ
る
ご
太
陽
面
一
面
に
小
さ
な
輝
瀦
で

覆
は
れ
て
居
る
事
が
分
か
る
。
此
れ
は
特
に
観
測
す
る
必
要
は
無
い
。

此
れ
以
外
に
分
光
器
を
使
っ
て
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
の
観
測
も
あ
る
が
略

し
て
お
く
。

　
太
陽
は
少
の
照
明
の
間
に
も
ぬ
か
ら
す
観
測
す
る
一
こ
一
月
中
随
分
見

る
機
會
が
あ
る
。
，
こ
に
か
く
儲
蓄
す
る
に
限
る
。
諏
訪
の
三
澤
氏
の
観

測
等
生
き
た
實
例
で
あ
る
。

　
倍
率
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
直
覗
で
は
五
十
倍
で
は
不
足
で
あ
る
。

百
倍
で
あ
れ
ば
満
足
で
あ
る
。
此
以
上
の
必
要
は
先
づ
無
い
。
投
影
す

る
人
は
三
吋
で
四
十
倍
位
の
太
陽
面
全
部
の
見
え
る
位
の
直
の
が
適
當

で
あ
・
る
。

月　
月
に
は
多
く
槻
心
す
べ
き
も
の
も
無
い
が
良
い
三
論
で
あ
れ
ば
か
の

ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
百
吋
反
射
望
遠
鏡
で
の
窮
眞
に
現
れ
て
居
る
以
上
の
も

の
が
明
ら
か
に
甘
え
る
揚
合
が
あ
り
随
分
小
さ
な
火
口
や
谷
が
見
え
る

の
で
あ
る
。
有
名
な
火
口
等
ス
ク
ツ
ラ
さ
れ
る
の
も
無
駄
で
は
あ
る
ま

い
。
・

　
詳
細
な
ろ
観
察
に
は
少
な
く
ε
も
百
倍
を
要
す
る
。
三
吋
で
細
か
な

所
を
見
る
に
は
二
百
倍
は
必
要
で
あ
る
。

水
星
及
駅
盆
星

　
共
に
内
遊
星
で
見
せ
る
現
象
も
ほ
撃
↓
致
し
て
居
る
が
永
星
は
税
直

狸
も
少
さ
く
三
跡
で
は
鹸
り
に
小
さ
い
の
で
水
星
は
此
の
章
に
は
オ
ミ

ッ
ト
す
る
ゆ
金
星
は
望
遽
鏡
的
に
は
失
望
的
の
も
の
で
三
日
月
に
し
か

見
え
な
い
位
し
か
知
ら
れ
て
居
な
い
。
金
星
上
の
模
様
は
湿
り
大
き
な

望
遠
鏡
で
も
見
え
な
い
も
の
一
こ
し
て
知
ら
れ
て
居
る
が
私
は
二
吋
で
も

少
く
の
詳
細
を
知
り
得
る
。
恐
ら
く
目
の
鋭
さ
の
差
で
無
く
目
の
質
に

よ
る
の
だ
ら
う
。
星
の
色
の
槻
測
に
困
難
を
感
ず
る
入
も
あ
る
か
ら
Q

金
星
上
の
模
様
は
肉
眼
で
月
を
見
た
場
合
の
檬
に
た
ゴ
少
し
暗
い
所
が
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あ
る
が
特
に
注
意
す
べ
ぎ
は
爾
の
尖
端
の
近
く
の
形
質
で
あ
る
。
金
星

の
自
滅
時
間
に
つ
い
て
は
今
は
未
だ
何
等
の
決
定
を
見
な
い
。
ス
ケ
ァ

パ
レ
リ
・
ロ
ー
エ
ル
の
自
韓
公
韓
時
間
．
噌
致
－
こ
二
＋
三
時
間
鯨
の
説
－
、
b

が
あ
る
。
近
く
は
ピ
ク
リ
ン
グ
は
六
十
八
時
闇
説
を
出
し
一
こ
に
か
く
今

で
は
自
書
軸
も
分
か
ら
な
い
。
ミ
に
か
く
早
く
愛
化
は
認
め
ら
れ
て
居

る
様
で
あ
る
。
三
吋
四
座
で
も
観
測

者
さ
へ
よ
け
れ
ば
随
分
¶
こ
什
…
事
は
出

翻
る
は
す
で
あ
る
。

　
金
星
の
ス
ケ
ツ
チ
ニ
個

　
　
左
英
國
［
　
エ
リ
ソ
ン
氏

　
　
　
　
　
　
　
＋
八
吋
反
射
鏡

　
　
右
筆
者
　
四
吋
百
三
十
倍

　
　
　
　
一
九
二
二
年
九
月
十
九
口

火
．
星

　
豫
想
以
上
に
失
望
的
の
も
の
で
あ

る
が
小
鴨
．
蓬
鏡
ミ
し
て
は
見
え
る
も
，

の
は
随
分
澤
山
あ
る
。
火
罪
而
上
の
模
様
は
他
の
逸
足
の
に
比
し
て
大

き
な
倍
卒
が
使
え
る
。
火
星
で
第
一
に
澁
意
す
べ
き
は
極
冠
で
あ
る
。

二
塁
で
も
レ
ン
ズ
さ
．
え
よ
け
れ
ば
よ
く
見
え
る
。
極
，
冠
は
南
北
何
れ
か

で
よ
く
輝
い
て
居
る
か
ら
注
意
す
九
ば
見
え
る
。
．
昔
海
－
こ
稻
せ
ら
れ
た

墨
色
地
帯
等
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
火
星
の
面
河
は
容
易
に
は
見
え
な

い
非
常
に
見
に
く
い
。
ピ
ケ
ゾ
ン
グ
は
三
吋
で
ラ
ウ
は
三
吋
四
分
の
三

等
其
他
此
の
直
な
小
さ
な
望
遠
鏡
で
澤
山
見
た
人
が
あ
る
。
私
の
三
吋

で
今
頃
視
直
径
僅
か
に
五
秒
の
火
星
面
上
に
豫
期
も
し
な
か
っ
た
大
シ

ル
チ
ス
附
近
の
明
ら
か
な
も
の
が
見
え
驚
い
た
事
が
あ
る
Q
－
こ
に
か
く

遊
星
槻
測
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
か
ら
其
の
つ
も
り
で
観
ら
れ
た
い
。

小
遊
星
、

　
小
遊
星
は
望
遠
鏡
で
見
て
は
つ
ま
ら
ぬ
も
の
だ
が
三
吋
で
見
え
る
も

の
は
澤
山
あ
る
。
探
す
の
は
面
倒
で
あ
り
特
別
な
暦
が
必
要
で
あ
る
が

彗
星
の
時
に
述
べ
る
様
な
位
置
の
測
定
を
や
っ
て
お
か
れ
・
ば
面
白
い

だ
ら
う
。
我
々
は
た
草
薫
辛
に
よ
っ
て
小
遊
星
た
る
事
を
認
め
得
る
の

で
あ
る
か
ら
。

木
星

　
三
吋
望
遠
鏡
で
何
時
見
て
も
面
白
い
天
職
で
あ
る
。
観
測
す
べ
き

も
澤
山
あ
る
。

　
木
星
面
上
に
は
麺
常
三
吋
で
明
ら
か
に
二
條
の
帯
を
見
る
事
が
出
來

る
芝
葺
深
い
観
測
者
は
他
に
数
條
の
淡
い
樽
を
見
つ
け
る
事
が
出
国
且

つ
帯
は
一
様
で
な
く
濃
淡
入
れ
交
っ
た
複
雑
な
も
の
で
あ
る
事
を
認
め

ろ
赤
道
帯
の
上
等
に
特
に
輝
い
た
部
分
が
よ
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
自

分
の
見
た
儘
を
忠
質
に
早
く
記
録
し
各
部
の
愛
化
を
知
る
の
が
重
な
仕

事
で
あ
る
．
、
自
弁
時
間
が
早
い
か
ら
観
測
時
開
．
－
こ
し
て
記
入
す
る
も
の

は
氣
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
木
星
面
上
の
模
様
は
絶
え
ず
慶
化
し
且
つ
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ba

華
墨
噂
間
も
同
日
で
な
い
。

赤
道
上
の
も
の
は
九
時
間
五
十

分
像
で
帯
は
九
時
間
五
十
五
分

四
十
秒
位
で
あ
る
か
ら
三
韓
を

重
ね
る
度
に
段
々
食
ひ
ち
が
っ

て
來
且
つ
自
訴
時
間
も
秒
の
桁

で
絶
顕
す
攣
化
す
る
。
西
暦
に

は
侮
日
の
赤
揃
及
び
帯
の
0
度

ε
S
つ
た
所
が
木
星
の
子
午
線

を
通
過
す
る
時
間
が
與
え
ら
れ

て
あ
る
か
ら
此
れ
か
ら
謬
る
求

む
る
貼
の
征
度
は
其
の
鮎
が
子

午
線
を
通
過
す
る
時
間
さ
え
知

れ
ば
よ
い
事
に
な
る
〇
三
三
で

は
覆
り
に
困
難
で
あ
る
が
多
く

の
鮎
の
子
午
線
四
過
の
時
間
の

観
測
か
ら
自
韓
時
間
を
決
定
す

る
の
が
木
星
観
測
上
重
要
な
る

一
分
野
を
な
し
て
居
る
。
無
論

充
分
な
長
い
回
書
を
重
ね
る
必

要
が
あ
る
。
忍
耐
さ
え
あ
．
れ
ば

四
吋
で
良
い
結
果
を
墨
げ
る
事
が
澗
來
る
。
色
も
度
々
各
帯
に
つ
い
て

酬
熟
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
は
衛
星
の
見
せ
て
く
れ
る
現
象
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
箇
の
大
術
星
は
二
吋
で
優
に
見
え
第
三
衛
星

　
　
　
　
　
　
　
　
等
肉
限
で
見
え
る
こ
ミ
さ
へ
あ
る
。
素
人
の
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
注
目
し
な
い
現
象
で
あ
る
が
三
吋
で
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
衛
星
の
木
星
面
経
過
－
こ
掩
藪
．
こ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
氏
第
一
衛
星
の
は
し
ば
く
見
ら
れ
る
其
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
ン
は
英
暦
に
細
か
く
暴
回
ら
れ
て
居
る
衛
星
が
木

　
　
　
　
　
　
　
弛
星
面
上
に
入
る
時
に
於
け
る
攣
三
等
興
味
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
る
。
衛
星
S
同
時
に
面
白
い
の
は
水

　
　
　
　
　
　
　
部
星
面
上
に
於
け
る
衛
星
の
影
で
あ
る
。
眞
黒
い

　
　
　
　
　
　
　
一
丸
い
影
等
レ
ン
ズ
の
問
題
だ
が
よ
く
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
三
四
吋
な
れ
ば
影
の
本
影
・
、
牛
髪
、
が
見
え
る
影

　
　
　
　
　
　
　
星
の
形
は
油
意
す
べ
き
鮎
で
あ
る
。
三
重
に
第
一

　
　
　
　
　
　
－
木
品
燭
の
時
間
ミ
第
二
・
こ
を
記
録
す
る
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
。
四
吋
に
な
る
ミ
衛
星
の
本
四
ω
大
き
さ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
圓
盤
像
が
認
め
ら
れ
る
。
此
れ
は
四
吋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
限
で
あ
る
か
ら
良
い
レ
ン
ズ
が
必
要
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
，
よ
う
や
く
認
め
得
る
。
第
三
衛
星
の
形
等

注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

圖
の
a
は
英
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
氏
が
三
吋
に
て
薔
け
る
も
の
左
方
の
圓
き
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黒
き
も
の
は
衛
星
の
影
で
あ
る
。

b
は
同
じ
く
英
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏
が
八
段
ク
ッ
ク
望
遠
鏡
に
て
諜
け

る
も
の
に
て
観
察
す
べ
き
重
要
な
る
鮎
を
表
せ
る
も
の
で
あ
る
。

土
星

　
豫
想
以
上
に
面
白
い
天
艦
で
あ
る
。
環
が
見
え
る
か
ら
何
時
見
て
も

あ
き
な
い
。
土
星
表
面
に
は
木
星
－
こ
同
じ
く
帯
が
あ
る
が
遙
か
に
薄
い
。

鋭
い
目
を
以
つ
た
人
は
三
三
で
も
激
條
の
ベ
ル
ト
ー
こ
ベ
ル
ト
ε
の
或
る

部
分
の
詳
細
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
二
吋
で
も
帯
の
存
在
は
知
れ
る
。

環
は
素
人
は
大
望
遠
鏡
で
無
け
れ
ば
見
え
ぬ
様
に
思
っ
て
居
る
が
、
二

吋
で
も
立
派
な
環
が
見
え
る
。
輪
は
開
い
た
時
の
外
細
い
時
に
は
其
れ

程
面
白
く
は
無
い
も
の
で
あ
る
。
三
三
四
吋
で
は
農
の
上
の
多
少
の
詳

細
か
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
カ
シ
ニ
の
塞
隙
（
O
P
の
ψ
一
「
一
一
．
伍
　
島
一
く
一
〇
〇
一
〇
コ
）
は
三

図
で
も
注
意
す
れ
ば
立
派
に
見
え
る
。
土
星
の
輪
だ
け
は
糟
で
見
る
よ

り
は
る
か
に
肚
左
な
も
の
で
あ
る
。
輪
の
土
星
上
の
影
，
土
星
の
輪
の

上
に
投
げ
た
志
望
は
よ
く
注
意
す
べ
き
こ
・
こ
で
あ
ら
う
。
最
も
内
側
の

。
田
℃
。
家
蝿
ε
呼
ば
れ
る
淡
い
環
は
三
吋
蝕
の
望
遽
鏡
で
見
た
人
も
有

る
か
ら
注
意
せ
ら
れ
た
い
。

　
圖
は
英
の
エ
リ
ソ
ン
氏
が
十
八
論
旨
ル
バ
ー
反
射
望
遠
鏡
に
て
識
け

る
も
の
で
観
測
す
べ
き
鮎
．
殆
ん
さ
を
含
み
良
い
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
特

に
嵩
上
の
影
や
形
等
に
注
意
さ
れ
た
い
。

衛
星
で
は
通
常
の
二
三
で
↓
ぎ
・
を
見
る
事
が
出
來
る
。
三
吋
で
は

を
㍉
＾
醸
．
騰

勢
パ
　
・
蘂
㌻
、
、
　
　
、
7

磯
＼
鼻
叢
審
　
　
　
　
　
　
一

難
夢
．

臨
書

鰍
♂
「

ダ、

ﾖ
種
　
　
わ懸
、
遍

　　

@　

@　

@　

@
　
　
艶 　

　
　
撫

　
　
紘、
餓

詑
　
鋤
『
～

鰹
　
”
義
享
噛

繊
．
嬬
淘

匠
耕

　
　
闇
蝶
、

　
轡
鉱
層
脚

　
　
タ
詠

轡
響

冒
℃
。
霧
・
四
吋
で
は

カ
ず
臼
”
H
）
剛
0
5
ρ
↓
o
チ
膿

が
見
え
る
。
三
吋
で

五
個
見
た
事
も
あ
る

輪
の
つ
い
た
星
に
澤

山
の
衛
星
が
ち
ら
ば

っ
て
居
る
所
等
は
見

事
な
も
の
で
あ
る
。

天
王
星
及
び

　
　
層
海
王
星

　
望
遠
鏡
内
で
は
殆

ん
申
ご
同
じ
も
の
で
あ

る
。
視
直
樫
は
僅
か

に
天
モ
星
四
秒
海
王

星
二
秒
で
は
あ
る
が

一
秒
よ
り
大
き
い
か

ら
三
智
で
百
五
十
倍

も
使
ふ
¶
こ
他
の
星
ε

異
っ
た
圓
盤
像
を
認

め
る
事
が
影
野
る
。

天
王
星
は
六
等
星
で
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あ
る
か
ら
充
分
明
る
く
且
つ
其
の
青
色
の
表
面
が
階
四
王
に
な
っ
て
居

る
の
も
認
め
得
る
。
海
王
星
は
淡
・
い
の
で
明
ら
か
に
其
の
圓
い
の
を
見

る
に
は
六
殿
位
は
必
要
で
あ
る
。
近
く
に
星
が
あ
れ
ば
其
れ
嘔
し
比
較
し

て
其
の
明
ら
か
に
本
説
の
大
き
さ
を
有
し
て
居
る
の
を
知
る
事
が
出
癖

る
。　
衛
星
に
話
し
て
は
小
望
遠
鏡
で
は
全
く
駄
目
だ
が
天
王
星
の
外
側
の

二
尊
ミ
海
王
星
の
ε
を
ワ
ー
ド
ノ
謹
己
は
僅
か
四
・
三
子
の
レ
イ
屈
折
望

遠
鏡
で
見
江
。

　
遊
星
を
観
測
す
る
に
決
し
て
倍
牽
を
使
ひ
過
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
Q
三
三

百
五
十
倍
が
最
良
の
結
果
を
與
え
る
。
百
倍
以
下
で
は
小
さ
過
ぎ
る
。

　
総
て
観
測
に
は
荒
縄
に
観
測
の
時
間
、
口
樫
、
倍
率
、
室
氣
の
歌
態

月
の
有
無
等
を
記
す
必
要
が
あ
る
。
叉
総
て
の
観
測
は
失
は
ぬ
様
に
丁

寧
に
保
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
時
に
見
も
し
な
い

も
の
は
絶
謝
に
書
か
ぬ
様
に
叉
疑
し
い
も
の
は
書
か
な
い
か
又
は
疑
は

し
い
¶
こ
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
忍
耐
，
こ
正
確
は
観
測
の
第
一
要
件
で
あ
る

観
測
に
要
す
る
各
遊
星
の
覗
直
径
中
央
子
午
線
の
経
緯
度
蝕
け
方
等
総

て
の
必
要
な
撒
値
は
英
昏
睡
象
。
鋤
巴
碁
碧
8
に
載
っ
て
居
る
。

　
長
い
間
同
星
を
観
測
し
て
居
る
一
こ
赤
道
儀
の
必
要
を
感
じ
る
Q
水
李

軸
を
其
の
地
の
緯
度
だ
け
地
準
線
に
傾
け
ろ
の
も
一
策
で
あ
ろ
が
他
に

皇
は
其
の
ま
」
に
し
て
少
し
の
附
属
品
で
赤
道
儀
ざ
同
じ
声
量
を
望
遠

鏡
の
軸
に
與
え
る
方
法
が
あ
る
。

星
が
天
頂
よ
り
南
の
時
し
か
使
え
な
い
が
其
の
方
法
は
第
哨
に
A
へ

な
る
木
を
水
不
に
置
い
て
正
し
く
子
午
線
に
置
く
の
で
あ
る
。

　
角
－
託
ち
M
A
が
が
量
地
の
緯
度
に
等
し
い
様
に
A
を
取
り
A
に
穴

を
開
け
る
。
次
に
望
遠
鏡
の
筒
の
任
意
の
嚇
鮎
B
に
紐
を
つ
け
て
A
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
し
て
下
に
重
り
W
を
つ
け
て

終
’N

D　X．．t／一G’s”11．“￥・er．．

創　1
　　6　Lv’t．，

／
M

下
げ
る
。
A
に
於
て
紐
を
止
め

る
上
置
が
必
要
で
あ
る
。
星
を

見
る
場
合
に
は
星
を
先
づ
覗
野

に
入
れ
て
A
で
紐
を
止
め
て
A

B
が
常
に
は
つ
て
居
る
様
に
特

認
鏡
を
水
態
の
方
角
に
動
か
す

ミ
呈
出
退
借
馴
の
軸
一
は
M
A
を
軸
訓
ご

し
て
廻
る
師
ち
赤
道
儀
，
こ
同
じ

様
に
動
い
て
星
は
視
野
を
に
け

な
い
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
で

は
一
々
の
星
に
つ
い
て
直
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
又
視
野
が
廻
る
Q
通

常
の
用
途
に
は
甚
だ
便
利
で
あ
る
Q

彗
星

　
彗
星
に
つ
い
て
は
探
す
方
ξ
観
測
ε
二
つ
あ
る
。
探
す
方
法
は
山
本

先
生
が
す
で
に
記
せ
ら
れ
た
か
ら
、
關
係
あ
る
事
を
二
三
記
し
滋
い
ミ
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思
ふ
。
淡
い
も
の
を
探
す
以
外
も
れ
な
く
出
來
る
だ
け
廣
く
探
す
に
は

三
吋
四
吋
位
の
も
の
に
極
三
倍
奉
を
使
ふ
必
要
が
あ
る
。
赤
道
儀
で
は

探
し
に
く
い
。
随
分
澤
山
m
彗
星
－
こ
よ
く
に
た
星
雲
が
あ
る
か
ら
一
々

覗
野
の
ス
ク
ツ
チ
を
し
て
其
の
赤
縄
赤
緯
を
大
笠
記
し
て
お
く
事
で
難

し
い
も
の
は
山
酔
お
い
て
今
一
回
観
測
し
て
其
の
蓮
動
を
見
る
必
要
が

あ
る
。
扇
動
し
て
居
れ
ば
た
し
か
に
彗
星
で
其
の
日
々
運
動
を
出
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
位
置
の
測
定
が
必
要
で
あ
る
。
此
れ
は
別
に
の
べ
る
望
遠

鏡
は
横
に
臥
し
た
方
が
見
つ
け
や
す
い
。
上
か
ら
下
に
入
っ
て
回
る
場

合
に
は
中
々
探
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
探
す
時
に
使
ふ
接
眼
レ
ン
ズ

は
ヶ
ル
ナ
…
形
の
も
の
が
最
良
で
あ
る
。
絵
り
廣
角
で
は
一
こ
て
も
嚇
度

に
は
見
つ
け
に
く
い
か
ら
同
じ
部
分
を
三
分
づ
、
重
ね
て
二
度
づ
、

探
す
必
要
が
あ
る
。
観
測
の
方
で
は
位
置
の
測
定
が
重
要
な
部
分
で
あ

る
。
光
度
を
見
つ
も
る
に
は
焦
鮎
外
像
を
作
っ
て
廣
が
つ
た
星
の
光
S

比
較
す
る
の
で
あ
る
等
し
い
一
こ
思
っ
た
星
の
光
度
は
慶
光
星
の
観
測
を

や
っ
て
居
る
人
で
あ
れ
ば
困
難
で
は
な
い
。
直
径
は
視
野
の
直
径
か
ら

か
離
れ
た
二
重
星
の
距
離
等
か
ら
見
る
「
こ
大
抵
は
合
ふ
。
注
意
す
べ
き

は
核
の
有
無
，
こ
尾
の
有
無
－
こ
方
向
で
核
は
出
監
れ
ば
直
径
ミ
光
度
、
尾

は
位
置
角
を
調
べ
る
の
で
あ
る
。
（
つ
“
く
）

海
外
　
日
　
誌
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

在
来
國
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
出
量

山
　
本
　
M
　
清

十
一
員
端
噌
闘
臼
（
金
）

　
い
よ
ノ
＼
寒
く
な
っ
て
來
た
。
今
日
ぼ
北
か
ら
吹
く
風
が
殊
に
実
、
い
。
プ
ン

ピ
ー
畏
に
よ
れ
ば
、
朝
の
蹴
温
に
華
氏
の
十
四
度
で
あ
っ
れ
。
之
れ
ば
織
氏
の

マ
イ
ナ
ス
十
度
で
、
自
分
が
十
五
年
來
京
都
の
冬
で
島
巡
し
た
最
低
濫
度
で
あ

っ
た
o
A
コ
ロ
慧
μ
血
一
後
四
［
博
頃
か
ら
、
村
の
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
家
附
へ
深
…
靴
亡
雨
靴

定
秘
買
ひ
に
行
っ
た
。
四
足
の
合
計
金
十
弗
五
十
斤
二
二
q

　
夕
食
後
、
二
人
で
り
一
氏
の
宅
へ
行
っ
て
、
ダ
ン
ス
の
御
稽
古
。
そ
の
御
禮

に
、
英
子
ば
り
i
夫
要
書
ミ
ス
・
カ
ル
ブ
ー
に
、
英
語
で
「
挑
太
目
」
の
話
か
し

て
や
っ
た
Q

　
一
丁
十
一
時
か
ら
自
分
に
ブ
ル
ー
ス
窮
］
呉
鏡
で
糊
諸
彦
丁
の
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
の

亡
こ
ろ
へ
行
き
、
い
ろ
一
定
撮
影
上
の
話
た
き
い
カ
。
夜
牛
二
字
転
宅
。

噛
卿
月
二
十
重
日
（
土
）

　
朝
九
時
起
き
、
十
畦
か
ら
天
交
峯
に
出
て
、
例
の
通
り
計
算
Q

土
躍
臼
で
、
午
礎
は
誰
も
み
な
い
。

糸
㎜
月
二
十
宍
日
（
日
）

　
請
書
早
牛
、
教
會
へ
行
つ
六
。
今
日
ば
コ
ー
レ
ー
ご
い
ふ
人
の
説
教
で
、
主

に
東
洋
諸
國
の
敏
育
及
び
二
道
に
關
す
ろ
こ
ビ
に
つ
い
て
で
あ
っ
れ
。

日
哩
墨
校
で
は
、
幼
年
蔀
ミ
ス
・
カ
ル
ブ
ー
ト
の
求
め
に
よ
り
、
日
本
の
子
供

の
話
写
し
日
本
語
の
讃
美
歌
な
歌
っ
て
き
か
ぜ
た
。

　
午
後
ほ
バ
ー
ナ
ー
ド
、
セ
ン
キ
ス
爾
家
士
訪
問
し
た
Q
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
方
へ

曽
μ
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
夫
妻
も
來
ら
れ
㍉
ゼ
ン
キ
ン
ス
氏
方
へ
ば
フ
ロ
ス
ト
夫

妻
も
來
て
る
ら
れ
た
。

⊥T

鼬
侍
C
†
セ
日
（
月
）

　
午
後
一
時
＝
十
分
よ
り
、
村
の
小
學
校
に
招
か
れ
、
ハ
イ
ス
〃
ー
ツ
の
生
徒

に
日
本
の
國
欺
の
4
班
准
話
し
糞
Q
エ
ハ
ガ
キ
や
ら
、
切
偉
地
や
ら
、
新
聞
や

ら
、
雑
誌
や
ら
箸
や
ら
、
い
ろ
ん
な
も
の
な
持
っ
て
行
つ
れ
。
英
子
に
日
本

服
み
着
て
行
っ
て
、
日
本
式
の
衣
食
住
の
説
明
を
し
六
。


